
Q 生徒 3年 2年 1年 平均
1 学校へ行くのが楽しい。 78.3% 68.0% 80.2% 75.5%
2 誰に対しても挨拶するようにしている。 85.7% 93.6% 92.5% 91.4%
3 学校のルールは守ろうとしている。 90.6% 91.8% 98.1% 94.3%
4 授業はわかりやすい。 69.8% 69.8% 77.1% 73.0%
5 落ち着いた学習環境が整っている。 63.2% 52.0% 77.8% 65.6%
6 学校生活についての先生の指導は納得できる。 55.7% 50.6% 73.6% 61.7%
7 将来の進路や生き方について考える機会がある。 93.4% 85.4% 87.7% 88.1%
8 先生はいじめについて私たちが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。 86.8% 83.0% 88.2% 86.1%
9 悩みや相談に応じてくれる（くれそうな）先生がいる。 88.7% 85.4% 82.5% 84.9%
10 人権ＨＲや講演会を通じて、人権についての意識が高まった。 91.5% 84.7% 94.8% 90.6%
11 学校は部活動や行事が盛んである。 73.6% 72.5% 80.6% 76.2%
12 体育祭や文化祭、修学旅行など行事は楽しく行えるよう工夫されている。 88.7% 76.7% 88.7% 84.5%

（平均は加重平均） 107 172 213

Q 保護者 3年 2年 1年 平均
1 子どもは学校へ行くのを楽しみにしている。 88.2% 63.2% 70.6% 72.4%
2 子どもは授業がわかりやすいと言っている。 70.6% 44.4% 70.0% 64.5%
3 家庭学習定着について、課題や小テストなどで促されている。 58.8% 47.4% 76.5% 66.7%
4 学校の生徒指導の方針に共感できる。 70.6% 83.3% 72.0% 74.2%
5 学校は将来の進路や職業などについて適切な指導を行っている。 82.4% 78.9% 82.4% 81.6%
6 学校はいじめについて子どもが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。 81.3% 73.7% 71.4% 73.8%
7 学校は子どもに生命を大切にする心や社会ルールを守る態度を養おうとしている。 94.1% 73.7% 82.0% 82.6%
8 学校は教育情報について、提供する努力をしている。 82.4% 68.4% 86.0% 81.5%
9 学校の懇談会や学校行事に参加したことがある。 93.8% 78.9% 78.4% 81.5%
10 子どもを枚方津田高校に通わせてよかったと思う。 93.8% 88.9% 84.0% 87.0%

（平均は加重平均） 17 19 51

Q 教職員 結果
1 学校の教育活動について、教職員間で話す機会がある。 77.3%
2 教育活動に対して評価を行い、次年度の計画に生かしている。 52.4%
3 主体的・対話的な学びのある授業を実践しようと努力している。 86.4%
4 カウンセリングマインドを取り入れた生徒指導を行っている。 86.4%
5 生徒一人ひとりが、興味や適性に応じて進路選択ができるようきめ細かい指導を行っている。 77.3%
6 いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整っており、迅速に対応することができている。 71.4%
7 教育相談体制が整備されており、生徒は担任以外の教職員やＳＣと相談することができる。 81.8%
8 学校行事などが生徒にとって魅力あるものに工夫されている。 50.0%
9 部活動などの生徒の活動が十分できる環境が整えられている。 63.6%
10 保護者や地域に学校の教育活動の情報提供がなされている。 72.7%

人数 22
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【分析】
＜学校生活＞
・生徒の挨拶が一日中あり、生徒「誰に対しても挨拶する」が肯定91％であった。社会におけるコミュニケー
ションの始まりに大切な力が身についている。
・生徒「学校へ行くのが楽しい」は76％であり、前年度71％より改善したが、学校生活や行事で生徒が活躍す
ることを大切にしながら一層改善に努めたい。

＜学習指導＞
・生徒「授業はわかりやすい」は73％であり、前年度71％から少しの改善に留まった。３学期、全HR教室の電
子⿊板機能付プロジェクター及び対応⿊板、カーテンを高機能なものに更新した。これらの機器や１人１台端
末を有効活用しながら、わかりやすい授業に取り組んでいる教職員も多いため、授業公開週間等を活用して、
校内全体の授業力向上に努めたい。

＜進路指導＞
・進路指導の項目の肯定について、生徒88％（前年度87％）、保護者82％（81％）となり、高いポイントを維
持している。今後とも、「一人ひとりが希望する進路の実現」に向けて、きめ細やかな指導を続けていきた
い。

＜教育相談＞
・教育相談の項目の肯定について、生徒86％（前年度85％）であった。大阪府からの配置以外に独自予算で配
置しているスクールカウンセラーを一層活用しながら、生徒に寄り添う姿勢とカウンセリングマインドをもっ
た対応で今後とも取り組んでいきたい。


